
 

 

 

 

 

2013年度 

事 業 報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 年 5 月 

理工学術院総合研究所 

 

 

 

 



1 

 

 

 

目 次 

 

１．2013 年度 理工学術院総合研究所 報告書概要 .................................................................................... 2 

２．研究重点教員 ......................................................................................................................................... 2 

３．アーリーバードプログラム（若手研究者育成支援事業） ................................................................... 4 

３．１ 公募と採択 ................................................................................................................................. 4 

３．２ 活動報告 ..................................................................................................................................... 5 

（１）定例会 ......................................................................................................................................... 5 

（２）その他交流活動・勉強会等 ........................................................................................................ 6 

（３）成果報告会 ................................................................................................................................. 7 

３．３ ロゴマークの制定について ........................................................................................................ 7 

４．WINeST 先端研究者交流会（先端研究交流室） ................................................................................. 7 

５．研究成果広報・アウトリーチ活動（先端研究交流室） ....................................................................... 9 

５．１ サイエンスギャラリー ............................................................................................................... 9 

５．２ 展示会・見本市への出展支援 .................................................................................................. 10 

 

  



2 

 

１．2013 年度 理工学術院総合研究所 報告書概要 

 理工学術院総合研究所（以下、総合研究所と略）は、社会との連携を図りつつ、学際研究を含む理工

学の基礎およびその応用に関する研究を有機的かつ効率的に推進するため、材料技術研究所、および理

工学研究所の 2 つの研究所を置いている。その他、①研究重点教員に関わる事項、②若手研究者育成事

業（アーリーバードプログラム）④産業界との交流活動（先端研究交流室/WINeST 先端研究者交流会）、

⑤研究成果広報活動（サイエンスギャラリー）等、総合研究所が中心となって実施している研究支援活

動もあり、本書では、2013 年度に実施したその活動の概要について報告する。 

 

 

２．研究重点教員 

 研究重点教員制度は、当研究所の戦略に即して、学部・研究科と総合研究所間の教員の流動化を促し、

研究の活性化を図るべく、流動研究員制度の中に位置づけられ、理工学研究所および材料技術研究所で

実施されている。2013 年度は、①2014 年 3 月で 1 期目が終了となり 4 月から 2 期目を希望する研究重

点教員（戦略枠 1 名、戦略枠外 3 名）に対する 2 期審査、②2014 年 4 月嘱任の研究重点教員（戦略枠）

２枠の選考を、外部委員を含む研究重点教員選考委員会により実施した。 

 

 研究重点教員 2 期審査の実施状況（表 1）と、審査結果（表 2）は以下の通りとなった。 

 

表 1．研究重点教員 2期審査 実施状況 

日程 実施状況 

2013年 4月 24日 第 1回 研究重点教員選考委員会 

 書類審査 

5 月上旬 持ち回り審議 

5月 16日 理工研運営会議（審議） 

5月 23日 総研運営委員会（審議・承認） 

6月 12日 部科主任会（報告） 

 

 

表 2．研究重点教員 2期目 嘱任者 

 氏 名 所 属 研究クラスター 

戦略枠 片岡 淳 応用物理学科 理工学研究所 

戦略枠外 胡桃坂 仁志 電気・情報生命工学科 理工学研究所 

戦略枠外 柴田 良弘 数学科 理工学研究所 

戦略枠外 中井 浩巳 化学・生命化学科 理工学研究所 

                               以上4名  2014年4月1日付 
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 研究重点教員（戦略枠）選考の実施状況（表 3）と選考結果（表 4）は以下の通りとなった。 

 

表 3．研究重点教員（戦略枠）選考 実施状況 

日程 実施状況 

2013年 4月 24日 第 1回 研究重点教員選考委員会 

6月 17日 第 2回 研究重点教員選考委員会 

6月 21～26日 書類審査 

7 月 1日 第 3回 研究重点教員選考委員会 

7 月 6日 ヒアリング審査 

第 4回 研究重点教員選考委員会 

7月 11日 材研、理工研運営会議（審議） 

7月 18日 総合研究所運営委員会（審議） 

7月 24日 部科主任会（報告） 

7月 25日 学術院運営委員会（承認） 

 

 

表 4．研究重点教員（戦略枠）嘱任者 

氏 名 所 属 研究クラスター 

黒田 一幸 応用化学科 材料技術研究所 

古谷 誠章 建築学科 理工学研究所 

                            以上2名  2014年4月1日付 

 

  

 

 2014 年 4 月嘱任の材料技術研究所 研究重点教員（戦略枠外）選考は、材料技術研究所 研究重点教員

選考委員会により実施された。選考の実施状況は表 5 に示す通りであり、審議の結果、研究重点教員（戦

略枠外）の新規嘱任の該当者は無とすることとなった。 

 

 

表 5．材料技術研究所 研究重点教員（戦略枠外）新規嘱任者選考 実施状況 

日程 実施状況 

2013年 11月 1日 第 1回 材研研究重点教員選考委員会 

 書類審査 

11月 21日 第 2回 材研研究重点教員選考委員会 
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 なお、以下 2 名の教員が定年退職に伴い、2014 年 3 月をもって研究重点教員を解任となった。 

 

表 9．研究重点教員 解任 

 氏 名 所 属 研究クラスター 

戦略枠 新谷 眞人 建築学科 理工学研究所 

戦略枠外 堀越 佳治 電気・情報生命工学科 材料技術研究所 

                                以上2名  2014年3月31日付 

 

 

 

 

３．アーリーバードプログラム（若手研究者育成支援事業） 

 当該プログラムは、分野の異なる若手研究者同士が、出会い、また交流することで、新たな研究テー

マに挑戦することを目的とする若手研究者のための支援プログラムである。一人につき、年間最大 80 万

円の研究助成金が付与され、自分自身の研究活動を推進するほか、異分野の研究を知ることであらたな

テーマを見つけ、ボトムアップ型の新しい研究が生まれることにも期待したものである。 

 

  ３．１ 公募と採択  

 当該プログラムは今年度で 3 期目を迎え、これまでと同様に、10 名程度の博士後期課程以上の若手研

究者を公募した。公募と採択に関する概要は表 7 の通り。総合研究所執行部 5 名による書類選考を経て、

研究分野や研究歴の異なる 15 名を採択した。採択者と研究課題については表 8 の通り。 

 

 

表 7．アーリーバードプログラムの公募と採択の状況 

公募期間 2013年 5月 24日～6月 19日 

公募人数 10名程度 

応募者数 32名 

採択者数 15名 

 

 

表 8．2013年度アーリーバードプログラム採択者と研究課題一覧 

名前 資格／学年 学科 研究室 研究テーマ 

石井 裕之 
理工研が募集する

次席研究員 
総機 高西 淳夫 

環境モニタリングロボット技術の社会実装

法の検討 

〇石川 敦之 次席研究員 化学 中井 浩巳 
大規模量子化学計算手法による不均一系触

媒系に関する理論的研究 

市川 雄一 
助手 /博士後

期課程 3年 
電生 胡桃坂 仁志 

減数分裂期における染色体末端集合に必須なタン

パク質 Bqt1－Bqt2複合体の構造解析 
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井戸田 直和 助教 情報 菅原 義之 
層状構造を利用した固定化金属アフィニティ―タンパク

質分離を実現する温度応答性ハイブリッド材料の創製 

緒方 裕子 助手 資源 山崎 淳司 
里山における放射能セシウムの動態および

流出挙動の解明 

〇亀崎 允啓 
理工研が募集する

次席研究員 
総機 菅野 重樹 

高度化無人化施工技術の開発・評価用スケ

ールモデル環境の開発 

〇喜久里 陽 
博士後期課程

1年 
環エネ 大聖 泰弘 

エンジンの燃焼室壁面の非定常伝熱を考慮した

燃焼モデリングによる熱効率と熱損失の解析 

佐藤 浩一 助手 電生 胡桃坂 仁志 
DNA修復タンパク質 FAN1による複製フォー

ク切断機構の解析 

宋 成彬 客員次席研究員 建築 曽田 五月也 
制御装置を付加した軽量低層構造物のエネルギ

ー応答に基づいた耐震性能評価に関する研究 

〇高安 亮紀 助教 応数 大石 進一 
非線形偏微分方程式の特異関数と高次有限要素法

を使用した高精度な精度保証付き検証法の提案 

蜂巣 琢磨 次席研究員 応化 逢坂 哲彌 
高機能デバイス創製に向けた表面処理条件選定

による金属ナノ粒子の超高密度パターン形成 

原 良太郎 
理工研が募集する

次席研究員 
応化 木野 邦器 

アミノ酸の酵素的ハロゲン化を目的とした

微生物触媒の探索と評価 

三浦 智 
博士後期課程

1年 
総機 藤江 正克 

操作者の脳活動情報に基づいたマスタ・ス

レーブ型手術支援ロボットの開発 

山中 脩也 
理工研が募集する

次席研究員 
応数 大石 進一 

Bessel関数の高可搬で高精度かつ高信頼な

高速計算手法の実現 

劉 言 
博士後期課程

1年 
応数 谷口 正信 

自己基準化法による新裾指数推定量の性質

に関する研究 

〇幹事 

 

 

３．２ 活動報告 

（１）定例会 

 前期はメンバー間の研究紹介を、後期は研究やキャリアに関するテーマ①「研究推進」、②「キャリア

パス」についてディスカッションを行い、研究活動からでは得られなかった気づきなど、これらの活動

を通じて、研究者としての視野を広げることができたようである（表 9）。 

 

表 9．2013年度アーリーバード定例会概要 

日程 活動内容 

2013 年 7 月 10 日 第１回定例会 説明会、顔合わせ 

7 月 17 日 第２回定例会 研究紹介①（石川、市川、亀崎） 

7 月 24 日 第３回定例会 研究紹介②（石井、喜久里、宋、佐藤） 
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7 月 31 日 第４回定例会 研究紹介③（井戸田、高安、蜂巣、原） 

8 月 7 日 第５回定例会 研究紹介④（緒方、三浦、山中、劉） 

9 月 18 日 第６回定例会 「後期活動方針について①」 

10 月 2 日 第７回定例会 「後期活動方針について②」 

10 月 16 日 第８回定例会 ディスカッション「研究推進①」 

10 月 30 日 第９回定例会 ディスカッション「研究推進②」 

11 月 13 日 第１１回定例会 ディスカッション「研究推進③」 

11 月 27 日 第１１回定例会 ディスカッション「キャリアパス①」 

12 月 11 日 第１２回定例会 ディスカッション「キャリアパス②」 

 

 

 

 

 

  

 

 

（２）その他交流活動・勉強会等 

 定例会で議論をした「研究推進」「キャリアパス」についてより理解を深める為、表 10 に示す活動も

行った。 

 

表 10．2013年度 その他の活動 

日 程 内 容 

2013年11月 26日 JX 日鉱日石エネルギー(株) 創エネハウス見学会 

実験施設見学、社員との交流 

11 月 29 日 WINeST 先端研究者交流会シンポジウム/ポスター発表 

研究成果ポスター発表、会員との交流 

12 月 3 日 (独)産業技術総合研究所イノベーションスクール意見交換会＆施設見学会 

若手研究者との交流・ディスカッション、施設見学 

2014 年 1 月 22 日 早稲田大学高等研究所 

若手研究者との交流・ディスカッション 

1 月 22 日 外部資金獲得に関する勉強会 

講演：「研究を進めるうえでの資金獲得とキャリア形成 

～スパイラルアップの方法論～」 

講師：関根 泰教授（先進理工学部応用化学科、JST フェロー） 
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 （３）成果報告会 

 昨年に引き続き、成果報告会を「理工研が募集する次席研究員」の成果報告会と併せて 2014 年 3 月

12 日に開催し、その第 2 部として、①研究成果ポスター発表、②基調講演、③アーリーバードの活動紹

介の構成で実施した。基調講演は学内外より以下の 2 件が行われた。 

 

【基調講演①】「産総研の産業技術人材育成の取り組み」  

  産業技術総合研究所 イノベーション推進本部 イノベーション推進企画部 兼  

       イノベーションスクール 神徳 徹雄 事務局長 

 

【基調講演②】「優秀な若手研究者とは？」  先進理工学部 応用物理学科 竹延 大志 教授 

 

 

 報告会全体として、質疑応答が活発に行われ、盛況のまま終えることができた。報告会終了後は、懇

親会を開催し、若手研究者同士の交流を促進する機会にすることができた。 

 

 

３．３ ロゴマークの制定について 

 3 期目を迎え、アーリーバードという若手研究者支援プログラムが、学内に一層定着してきたことが感

じ取れる。当プログラムに採択されたことが、次のキャリアに向けて飛躍するための足掛かりにするこ

とができるよう、今後、この制度を学内のみならず学外にもアピールしていくことが重要である。そこ

で新たにロゴマークを制定し、学会等での研究発表での活用を促進していくこととした。 

 

<アーリーバードプログラム ロゴマーク 由来> 

Early Bird というネーミングから、鳥をモチーフとしたデザ

インにした。異なる色の翼は研究者一人ひとりを象徴してい

て、色の重なりは研究者同士の交流を表現している。翼を大

きく広げ羽ばたいている様子を、シンボリックに表現した。

色も若々しいさわやかなものにした。 

図１．アーリーバードロゴマーク 

 

 

４．WINeST 先端研究者交流会（産学連携交流活動） 

 産学官連携交流活動として、2012 年 11 月正式に当交流会が正式に発足し、2014 年 3 月現在、21 社

の法人企業（表 11）に参画いただいている。また、アドバイザリーボードとして、柘植綾夫（日本工学

会前会長）に就任いただき、外部評価体制も整えた。 
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表 11．WINeST法人会員一覧 

法人・団体名（全 21 社） 

凸版印刷株式会社           株式会社不二越       株式会社デンソー 

新菱冷熱工業株式会社         日本電気株式会社      株式会社大林組技術研究所 

東京ガス株式会社           横河電機株式会社      日本パーカライジング株式会社 

JX 日鉱日石エネルギー株式会社     ジヤトコ株式会社      株式会社いすゞ中央研究所  

三菱マテリアル株式会社        大成建設株式会社      新日鐡住金株式会社 

鹿島建設株式会社           株式会社小野測器      浜松ホトニクス株式会社 

東レ株式会社             沖電気工業株式会社     独立行政法人都市再生機構 

 

  

 会員のニーズや参加状況を鑑みながら、趣向を変えた企画を検討し、法人会員と、個人会員（本学教

員）とが、交流できる機会を設けた。具体的な活動は（表 12）のとおり。 

 その他、新たに１つの研究部会「医療ロボット・ICT 研究部会（研究部会代表者：人間科学部 可部

教授）」が発足した。WINeST 会員より 2 社、オブザーバー企業 1 社、本学研究員が会員となり、ロコモ

ティブシンドローム対策ロボットの実証実験、実用化について、2 か月に 1 度程度の頻度で議論を交わし

ている。 

 

 

表 12．2013年度 WINeSTの主な活動 

日程 企画 出席者数 概要 

2013年 4月 17日 月例懇話会 10名 【講 演】『若い人のｱｲﾃﾞｱや身近なﾆｰｽﾞから、新事

業の芽を！～日本、ｱﾒﾘｶなどの事例から～』 

【講演者】人間科学学術院 可部明克 教授 

【概 要】学生のｱｲﾃﾞｱから始まったロボット開発

の実例をもとに、生産活動が飽和していく現代社会

の中で新たなサービスを生み出す必要性について 

8月 28日 トークセッション 40名 【タイトル】『理工版「ウーマノミクス」は日本を

救う?!』 

【概 要】企業における女性活用をテーマに、本学

ビジネススクール遠藤功教授による講演、東レ(株)

より小西明子人材開発部長、滝澤聡子主任研究員を

招いたトークセッションを実施。会員企業、本学教

職員、理工およびビジネススクールの学生等が参加

し、女性の活躍についての意見交換を通じ交流。 

11月 26日 企業訪問 9名 アーリーバードを中心とする本学若手研究者 9名が

JX日鉱日石エネルギー(株)の最新の家庭用新エネ

ルギー機器を導入した『創エネハウス』を見学。本
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学 OBの社員と交流。 

11月 29日 シンポジウム 約 120名 【基調講演】「行動する大学－ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの拠点－」 

【講演者】三菱総合研究所小宮山宏氏 理事長 

【概 要】『超高齢化社会』をテーマに基調講演と

小宮山理事長、柘植綾夫氏、橋本周司 副総長によ

る特別対談を通じて、これからのアカデミア・産業

界がどのように日本の抱える課題解決をしていけ

ばよいのかを議論。また途中、アーリーバードメン

バーによるポスターセッションも実施し、産と学の

人材が立場や分野を超えて交流を深めた。 

   

 

５．研究成果広報・アウトリーチ活動 

 

 ５．１ サイエンスギャラリー 

 理工学術院の研究成果を常時紹介するスペースとして、55 号館 S 棟 1 階にサイエンスギャラリーを設

置し、ポスター展示を行っている（企画、管理、運営は㈱早稲田総研イニシアティブに委託）。2013 年

度からは、ポスター展示だけでなく、動画コンテンツの公開や研究成果物の展示など、多くの方に関心

をもって見学していただけるように工夫もおこなった（表 13）。 

表 13．サイエンスギャラリー展示内容 

展示時期 展 示 内 容 展示物 

2013年 2月～5月 

学内研究機構の紹介 

（重点領域研究機構、IT 研究機構、ナノ理工学研究機

構、先端科学・健康医療融合研究機構、総合研究機構） 

ポスター 

早稲田バイオサイエンスシンガポール研究所（WABIOS）

の研究紹介 

ポスター、動画 

6月～9月 

高エネルギー電子、ガンマ線観測装置＜CALET＞の紹介 

（理工学術院 鳥居 祥二 教授） 

ポスター、動画、模型

展示（1/4模型） 

超小型人工衛星 Waseda-SATの開発 

（理工学術院 宮下 朋之 教授） 

ポスター、モデル 

（ショーケース内） 

月探査衛星「かぐや」に搭載したガンマ線分光計につい

て（理工学術院 長谷部 信行 教授） 

ポスター、モデル 

（ショーケース内） 

無人機（UAV）を用いた被災者探索システムに関する研

究（理工学術院 嶋本 薫 教授） 

ポスター 

地球対流圏・電離圏間の大規模電磁結合とその時空間変

動の解明（高等研究所 足立 透 助教） 

ポスター 
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地球外物質から探る初期太陽系の固形物質進化 

（高等研究所 小松 睦美 助教） 

ポスター 

10月～2014年 3月 

材料技術研究所の紹介 

・研究所の沿革・組織について 

・設備の紹介 

・研究成果（在籍研究員） 

ポスター、動画、 

ショーケース 

3月～ 
アーリーバード若手研究員の研究紹介 ポスター、他 

 

  

５．２ 展示会・見本市への出展支援 

 各地で開催されている展示会・見本市への出展支援として、2013 年 7 月 10～13 日に開催された「テ

クノトランスファーかわさき」において、総合機械工学科 岩田 浩康准教授の「早大発！モバイル端末

を用いた遠隔超音波診断支援ロボット」の出展を支援した。この出展をきっかけとして、当該研究は「さ

がみロボット産業特区実証実験」にも採択され、神奈川県からの研究支援を受けることにつながった。

この研究の成果は、2014 年 2 月 28 日に神奈川県よりプレスリリースされ、NHK ニュースや日経産業新

聞等で報道されるに至った。 

 

以上 


